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8月１５日号

千
葉
県
内
　
地
区
を
代
表
す
る
消
防

10

団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
炎
天
下
の
中
、
前
年
度
入
賞
チ
ー

ム
を
含
む
出
場
チ
ー
ム
に
よ
る
一
糸

乱
れ
ぬ
入
場
行
進
か
ら
開
会
式
が
は

じ
ま
り
、
各
地
区
を
勝
ち
抜
い
て
き

た
操
法
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
印
西
市
の
2
チ
ー
ム
は
全
力
を
出

し
切
り
、
ポ
ン
プ
車
の
部
で
優
秀
賞

（
第
2
位
）、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
努

力
賞
（
第
4
位
）
の
成
績
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

怯
印
西
市
の
大
会
結
果

【
印
旛
支
部
消
防
操
法
大
会
】

胸
ポ
ン
プ
車
の
部
…
準
優
勝

胸
小
型
ポ
ン
プ
の
部
…
優
勝

【
千
葉
県
消
防
操
法
大
会
】

胸
ポ
ン
プ
車
の
部
…
優
秀
賞

胸
小
型
ポ
ン
プ
の
部
…
努
力
賞

■問 
防
災
課
防
災
班
（
緯
内
線
4
5

3
）。

　
去
る
6
月
　
日
、
八
街
市
で
開
催

30

さ
れ
た
印
旛
支
部
消
防
操
法
大
会
に

お
い
て
、
印
西
市
か
ら
2
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
し
た
。

　
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
第
3
分
団

第
9
部
（
大
森
）
が
優
勝
、
ポ
ン
プ

車
の
部
で
は
第
1
分
団
第
1
部
（
木

下
）が
準
優
勝
と
好
成
績
を
収
め
、
印

旛
支
部
の
代
表
と
し
て
7
月
　
日
に

27

千
葉
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
た
千

葉
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
、
共

に
上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
県
大
会
に
出
場
し
た
2
チ
ー
ム
は
、

今
年
5
月
か
ら
大
会
出
場
に
向
け

て
、
日
夜
訓
練
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

　
消
防
操
法
大
会
は
、
消
防
技
術
の

基
本
と
な
る
動
作
を
正
確
か
つ
安
全
、

迅
速
に
行
い
、
消
防
操
作
の
向
上
は

も
と
よ
り
消
防
の
任
務
の
重
要
性
を

お
互
い
に
確
認
す
る
と
と
も
に
、
平

素
の
消
防
団
員
の
訓
練
の
成
果
を
発

表
し
消
防
操
法
技
術
の
向
上
と
士
気

高
揚
を
図
り
、
も
っ
て
地
域
防
災
体

制
の
確
立
を
期
す
る
こ
と
を
目
的
し

て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
操
法
に
は「
小
型
ポ
ン

プ
操
法
」
と
「
ポ
ン
プ
車
操
法
」
が

あ
り
、
出
場
し
た
チ
ー
ム
は
機
敏
な

動
作
で
、
設
置
さ
れ
た
防
火
水
槽
か

ら
火
災
現
場
を
想
定
し
た
火
点
ま
で

の
放
水
に
要
す
る
時
間
と
現
場
撤
収

す
る
ま
で
の
規
律
正
し
い
操
作
を
競

い
ま
す
。

怯
印
旛
支
部
消
防
操
法
大
会

　
6
月
　
日
、
八
街
市
ス
ポ
ー
ツ
プ

30

ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た
印
旛
支
部
消
防

操
法
大
会
は
、
梅
雨
の
晴
れ
間
の
一

日
、
印
旛
郡
市
の
9
市
町
を
代
表
す

る
消
防
団
が
、
日
頃
の
訓
練
成
果
を

発
揮
し
、
消
防
操
法
技
術
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

　
印
西
市
代
表
の
2
チ
ー
ム
は
共
に
、

4
番
目
の
出
場
順
位
で
、
そ
れ
ぞ
れ

が
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
県
大
会
出

場
を
決
め
ま
し
た
。

怯
千
葉
県
消
防
操
法
大
会

　
7
月
　
日
、
千
葉
市
の
千
葉
県
消

27

防
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た

千
葉
県
消
防
操
法
大
会
は
、
前
日
ま

で
の
曇
り
空
が
一
転
、
夏
空
の
下
、

 千
葉
県
消
防
操
法
大
会
で
優
秀
賞

印
西
市
消
防
団
が
健

 印
西
市
消
防
団
が
健
闘闘

▲競技を行う第3分団第9部（上写真左）と
第1分団第1部（上写真右）のみなさん

　スーパーやコンビニなどで買い物の度にもらえるレジ袋は、日
本で年間約300億枚が使用されていると推定されています。これ
は、1人1日約1枚を使う計算になります。
　レジ袋は、手軽で便利なため、日常生活に定着しているものと
もいえます。
　しかし、このほとんどがごみとなることを考えた時「環境保全・
環境への負荷の低減」といった観点では何とかしたいものです。
　レジ袋をまったく使わないようにすることは、難しいかもしれ
ませんが、買い物にマイバッグを持参して、レジ袋の受け取りを
断ることは、自分でできるエコ活動といえます。
　昨年度、市のマイバッグ推進協力店（10店舗）で行った調査によ
ると、来店された方の約25％がマイバッグを利用されていました。
　スーパーなどによっては、レジ袋を辞退した人に値引きやポイ
ントを付加するなどの特典を設けている店も多くあります。
　マイバッグは、かわいらしいデザインや、コンパクトに収納で
きるものもあるので、買い物を楽しみながらエコライフスタイル
を実践してみてはいかがでしょうか。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線382）。

新ごみの分別大事典シリーズ⑤

マイバッグ利用でエコライフスタイル

 J-ALERT の全国一斉緊急情報伝達試験を行います
ジェイアラート

　市では、地震や武力攻撃などの災
害時に、全国瞬時警報システム（Ｊ-
ＡＬＥＲＴ）から送られてくる国か
らの緊急情報を、さまざまな情報伝
達手段を用いて確実にみなさんへお
伝えするため、市で活用している防
災行政無線および防災メールなどに
より、情報伝達試験を行います。
■時 9月11日我・午前11時および11
時30分ごろ。
【印西市が実施する試験】
①防災行政無線の放送。　
②防災メール、防災ツイッター、防
災ホームページ、ケーブルテレビ。

※①は、11時ごろおよび11時30分
ごろの2回、②は、11時30分ごろ
の1回。
※印西市以外の地域でも、全国的に
さまざまな情報伝達手段で試験が実
施されます。
【Ｊ-ＡＬＥＲＴ(ジェイ・アラート
)とは】
　地震・津波や武力攻撃などの災害
時に国から送られてくる緊急情報を
人工衛星などを活用して瞬時に情報
伝達するシステム。
※詳しくは下記まで。
■問 防災課防災班（緯内線454）。

本
埜
村
議
会
議
員
と
し
て
同
村
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
平
成
3
年
5
月
か
ら
8
年

間
、
同
村
議
会
議
長
と
し
て
、
ま
た
、

平
成
　
年
4
月
か
ら
1
年
間
、
千
葉
県

10

町
村
議
会
議
長
会
会
長
と
し
て
要
職
を

務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
本
埜
村
農
業
委
員

会
委
員
、
印
西
地
区
消
防
組
合
議
員
な

ど
も
歴
任
さ
れ
、
広
く
行
政
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

 栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
高
齢
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙
勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲
叙
勲
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢

怯
旭
日
単
光
章

小
池
 侯
郎
氏（
　
歳
・
下
井
）

88

▲小池 侯郎氏

▲千葉県消防操法大会では猛暑の中、見事上位に入賞する
健闘を見せてくれました

印旛支部・千葉県の各大会前は、夜間や印旛支部・千葉県の各大会前は、夜間や休休
日に猛特訓を行いまし日に猛特訓を行いましたた

　
小
池
氏
は
、
昭
和
　
年
4
月
か

58

ら
4
期
　
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

16

▲勝田 敏之氏
員
と
し
て
同
市
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
間
、
印
西
町
議
会
議
長
を
は
じ

め
、
印
西
市
議
会
文
教
福
祉
常
任
委
員

会
委
員
長
、
同
市
議
会
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

等
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
を
務
め
ら

れ
た
ほ
か
、
印
西
地
区
消
防
組
合
議
会

議
長
と
し
て
の
要
職
な
ど
も
歴
任
さ
れ
、

地
域
住
民
の
福
祉
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　
勝
田
氏
（
　
歳
 ・
平
岡
）
は
、

76

昭
和
　
年
4
月
か
ら
7
期
　
年
の

58

28

永
き
に
わ
た
り
、
印
西
市
議
会
議

 勝
田
敏
之
氏
が
旭
日
小
綬
章
を
受
章



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

■時 
9
月
　
日
我
・
午
前
9
時
　
分
～

18

30

午
後
　
時
　
分
。

12

30

■場 
永
治
プ
ラ
ザ
（
浦
部
）。

噛
講
師
…
國
武
喜
代
美
氏
（
シ
ュ

ガ
ー
ケ
ー
キ
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）。

■対 
一
般
。

※
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
は
参
加
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

■定 
8
人
。

■費 
2
街
0
0
0
円
（
材
料
費
）。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
木
の
 麺
 棒
（
　
唖
）、

め
ん

30

筆
記
用
具
を
持
参
。

■申 
8
月
　
日
牙
・
午
前
9
時
か
ら
電

15

話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
永
治
プ
ラ
ザ
（
緯
碓42 
1
1
0
1
）。

市
民
活
動
団
体
向
け

「
災
害
弱
者
か
ら
見
た
防
災
講
座

　
～
支
援
の
必
要
な
人
の

　
　
　
　
　
　
防
災
ノ
ー
ト
～
」

　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
、
持

病
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
疾
患
の
あ

る
人
、
外
国
人
、
子
ど
も
、
乳
幼
児

の
保
護
者
、
妊
産
婦
な
ど
「
支
援
の

必
要
な
人
」
を
支
え
る
た
め
に
、
新

た
な
視
点
か
ら
防
災
に
つ
い
て
考
え
、

み
ん
な
で
話
し
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
9
月
8
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
中
央

駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
・
中
央

南
）。

◆
講
師
…
出
納
い
ず
み
氏
（
防
災
・

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
る
会

代
表
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
1
0
0
円
（
資
料
代
）。

■申 
電
話
ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
ま
で
。

■問 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓48 

4
5
0
0
）。

北
総
花
の
丘
公
園

怯
花
の
丘
　
お
ま
つ
り
だ

de

■時 
9
月
7
日
臥
、
8
日
蚊
・
午
前
　10

時
～
午
後
3
時
。

■内 
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
昆
虫
展
示
、
ク

ラ
フ
ト
教
室
な
ど
。

怯
①
早
秋
の
ひ
と
時
ハ
ー
モ
ニ

カ
コ
ン
サ
ー
ト
②
秋
風
に
の
せ

て
 フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト

■場 
9
月
7
日
臥
・
①
午
後
0
時
　
分
30

～
1
時
　
分
②
午
後
1
時
　
分
～
2

30

40

時
　
分
。

10
※
出
演
…
①
あ
す
な
ろ
②
T
I
M
O

M
。

怯
①
和
太
鼓
演
奏
②
秋
の
気
配

と
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ジ
ャ
ズ

③
秋
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
 ジ
ャ
ズ

コ
ー
ラ
ス

■時 
9
月
8
日
蚊
・
①
午
後
1
時
～
1

時
　
分
②
午
後
1
時
　
分
～
2
時
　

30

40

10

分
③
午
後
2
時
　
分
～
2
時
　
分
。

25

55

※
出
演
…
①
印
旛
龍
凰
太
鼓
②H

o
n
e
y
h
o
t

③T
h
e
V
o
ice
C
lu
b

。

■問 
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
管
理
事
務

所
（
緯
碓47 
4
0
3
0
）。

煙
応
募
書
類
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

知
り
た
い
。

煙
履
歴
書
の
書
き
方
が
よ
く
分
か
ら

な
い
。

煙
職
務
経
歴
書
、
添
え
状
の
書
き
方

が
わ
か
ら
な
い
。

煙
魅
力
的
な
志
望
動
機
を
書
く
際
の

注
意
点
が
知
り
た
い
。

煙
基
本
を
確
認
し
、
書
類
の
見
直
し

を
し
た
い
。

※
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
に
登
録
の
企
業
求

人
情
報
一
覧
の
閲
覧
も
で
き
ま
す
。

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
。

※
「
ち
ょ
こ
っ
と
相
談
」
を
希
望

す
る
場
合
は
予
約
時
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
先
着
8
人
）。

■問 
経
済
政
策
課
経
済
政
策
班
（
緯
内

線
3
5
5
）。

「
男
の
料
理
教
室
」

和
食
の
基
本
―
お
も
て
な
し
―

■時 
9
月
7
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

10

2
時
。

◆
講
師
…
佐
藤
誠
氏
。

■対 
成
人
男
性
。

■定 
　
人
。

12
■費 
6
0
0
円
（
材
料
費
）。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き
ん
、

筆
記
用
具
を
持
参
。

■申 
8
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
電

17

話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着

順
）。

■問 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
緯
碓45 
3
8
0

0
）。

ス
イ
ー
ツ
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

講
習
会

　
か
わ
い
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ウ
ェ
ル

カ
ム
ボ
ー
ド
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
出
張
版

「
応
募
書
類
セ
ミ
ナ
ー
　
印
西
」

in

　
　
　
　
＆
ち
ょ
こ
っ
と
相
談

　
若
者
の
就
職
支
援
施
設
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
ち
ば
」
と
印
西
市
・
白
井
市
・

鎌
ヶ
谷
市
の
3
市
が
共
催
で
、
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後「
ち
ょ
こ
っ
と

相
談
」（
一
人
　
分
程
度
）
を
行
い
ま

10

す
。

■時 
9
月
　
日
牙
・
午
後
1
時
　
分
～

19

30

4
時
（
開
始
　
分
前
に
集
合
）。

10

※
「
ち
ょ
こ
っ
と
相
談
」
は
午
後

4
時
～
5
時
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中
央

南
）。

■内 
応
募
書
類
の
基
本
的
な
書
き
方
や

注
意
点
、
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
魅
力

的
な
志
望
動
機
と
は
何
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■対 
　
～
　
歳
の
就
職
を
考
え
て
い
る

15

39

人
で
、
次
の
人
に
お
勧
め
で
す
。

平成２５年（２０１３）８月１５日号（２）

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
～
初
め
て
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
編
～

　
行
事
や
グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど
で
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
ス
ク
リ
ー
ン
を

利
用
し
、
発
表
を
行
う
際
に
使
わ
れ

る
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
「
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
」
の
初
歩
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

■時 
9
月
　
日
臥
、　
日
蚊
・
午
前
9

21

22

時
　
分
～
午
後
4
時
　
分
。

30

30

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■定 
　
人
。

15
■費 
5
0
0
円
。

■申 
8
月
　
日
画
（
消
印
有
効
）
ま
で

30

に
郵
便
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
左
記
ま
で
。

■問 
中
央
公
民
館
（
〒
2
7
0
―
1
3

2
7
大
森
3
9
3
4
―
1
・
緯
碓42 
2

9
1
1
）。

文
化
ホ
ー
ル
（
緯
碓42 
8
8
1
1
）。

　
芸
術
文
化
活
動
を
し
て
い
る
み
な

さ
ん
に
、
文
化
ホ
ー
ル
の
ホ
ワ
イ
エ

を
発
表
の
場
と
し
て
開
放
。
日
ご
ろ

の
練
習
成
果
を
披
露
し
ま
せ
ん
か
。

胸
実
施
日
…
毎
月
1
回
程
度
（
　
月
10

～
平
成
　
年
3
月
末
）。

26

■時 
出
演
者
と
協
議
。

■対 
市
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
ま
た
は

団
体
（
サ
ー
ク
ル
）。

※
営
利
目
的
は
除
く
。

■費 
無
料
。

※
機
材
な
ど
は
出
演
者
で
準
備
。

■申 
8
月
　
日
臥
ま
で
に
所
定
の
申
込

31

用
紙
（
文
化
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の

里
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

文
化
ホ
ー
ル
ま
で
提
出
（
応
募
多
数

の
場
合
は
協
議
）。

※
ジ
ャ
ン
ル
（
演
奏
・
ダ
ン
ス
な
ど
）

は
問
い
ま
せ
ん
が
、
同
施
設
内
に
図

書
館
が
あ
る
た
め
、
制
限
が
あ
り
ま

す
。
当
日
以
外
は
練
習
場
所
の
提
供

は
で
き
ま
せ
ん
。

 芸
術
文
化
発
表
会
「
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
出
演
者
募
集

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
、
み
な
さ
ん
の
趣
味
や

特
技
を
活
か
し
て
素
敵
な
空
間
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

胸
展
示
期
間
…
　
月
～
平
成
　
年
3

10

26

月
末
日
の
う
ち
2
週
間
程
度
（
休
館

日
を
含
む
）。

■対 
市
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
ま
た
は

団
体
（
サ
ー
ク
ル
）。

■費 
無
料
（
営
利
目
的
は
除
く
）。

■申 
8
月
　
日
臥
ま
で
に
所
定
の
申
請

31

書
（
文
化
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
に

用
意
）
に
関
係
書
類
を
添
付
し
、
文

化
ホ
ー
ル
ま
で
提
出
。

※
状
況
に
応
じ
て
展
示
日
の
調
整
を

し
ま
す
。

文
化
ホ
ー
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
　「
市
民
招
待
席
」

※
座
席
を
ご
希
望
の
お
子
様
は
1
人

分
の
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

※
障
害
者
割
引
は
料
金
よ
り
5
0
0

円
引
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
障
害

者
手
帳
な
ど
に
よ
る
確
認
が
必
要
で

す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
文
化
ホ
ー
ル
窓
口

お
よ
び
イ
ー
プ
ラ
ス
（
■ＨＰ h

ttp
://

e
p
lu
s.jp
/

）
で
発
売
中
。
文
化

ホ
ー
ル
の
み
で
電
話
予
約
受
付
中
。

　
出
演
者
は
バ
イ
き
ん
ぐ
、
北
陽
、

狩
野
英
孝
、
鳥
居
み
ゆ
き
＆
ラ
ブ
守

永
、
ア
ン
ド
ー
ひ
で
あ
き
。

■場 
9
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
　
分
開

14

10

30

演
（
開
場
午
前
　
時
～
）。

10

■費 
入
場
料
…
3
街
0
0
0
円
、（
全

席
指
定
、
発
売
初
日
の
み
1
人
6
枚

ま
で
）。

※
一
般
席
1
席
に
つ
き
3
歳
ま
で
の

お
子
様
一
人
ま
で
は
膝
上
無
料
。

9/14
（土）

い
ん
ざ
い
爆
笑
ラ
イ
ブ

講
座
・
催
し

　NPO法人エコネットちばが、市の企画提案型協
働事業で管理している、総合福祉センター脇のひょ
うたん島池で、ハスの花が見ごろを迎えています。
　この場所は、市民活動団体の企画提案により市と
協働で管理しており、四季折々の草花が訪れる人の
目を楽しませてくれます。なお、ハスの花は例年8
月下旬ごろまで楽しめます。　
■問 NPO法人エコネットちば・ 小熊 （■携 090―4628

おぐま

―3350）。

企画提案型協働事業・竹袋調整企画提案型協働事業・竹袋調整池池
（ひょうたん島池）のハスの花が満開（ひょうたん島池）のハスの花が満開にに

　千葉県水道局では、利根川水系
の渇水を受けて、7月23日から「千
葉県水道局給水制限対策本部」を
設置し、節水広報の強化、緊急地
下水源などの活用および配水圧の
調整など開始しました。
　洗顔や歯みがきの時、こまめに
蛇口を止めたり、洗車の数を減ら
したりするなど、節水にご協力く
ださいますようお願いします。
■問 千葉県水道局総務企画課総務室
（緯043―211―8298）。

給水制限に
ご協力ください
～みんなの水を大切に～

ハスの花は今が見ごろでハスの花は今が見ごろですす

パート英



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
平
成
　
年
第
3
回
市
議
会
定
例
会

25

の
会
期
は
9
月
4
日
我
～
　
月
3
日

10

牙
の
予
定
で
す
。

　
な
お
、
会
期
中
に
休
会
日
が
あ
る

の
で
、
開
催
日
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■問 
議
会
事
務
局
（
緯
内
線
6
0
7
）。

請
願
（
陳
情
）
の
提
出
期
限

　
平
成
　
年
第
3
回
市
議
会
定
例
会

25

市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
団
体
戦

■時 
【
1
～
3
部
】
9
月
　
日
蚊
、【
4

15

部
】　
日
蚊
・
い
ず
れ
も
午
前
8
時

22

　
分
～
（
受
け
付
け
8
時
～
）。

30■場 
松
山
下
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
牧

の
原
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。

■対 
市
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
加
盟
団
体
お

よ
び
市
内
で
活
動
す
る
団
体
。

■定 
　
チ
ー
ム
。

32
■費 
連
盟
加
盟
団
体
1
チ
ー
ム
5
街
0

0
0
円
（
加
盟
団
体
内
に
未
加
盟
者

が
い
る
場
合
は
一
人
5
0
0
円
を
加

算
）。
未
加
盟
団
体
1
チ
ー
ム
3

0
街
0
0
0
円
。

■他 
9
月
8
日
蚊
・
午
後
7
時
か
ら
松

山
下
公
園
総
合
体
育
館
で
ド
ロ
ー
会

議
を
開
催
し
ま
す
。
代
表
者
は
必
ず

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

■申 
8
月
　
日
画
（
必
着
）
ま
で
申
込

30

書
（
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
で
配

布
）
に
参
加
費
を
添
え
て
現
金
書
留

で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

※
連
盟
加
盟
団
体
は
メ
ー
ル
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

※
大
会
要
綱
に
つ
い
て
は
松
山
下
公

園
総
合
体
育
館
お
よ
び
連
盟
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
■ＨＰ h

ttp
://sp

o
rts.g

e
o
citie

s.jp
/in
zaitc/

）
に
掲
載
。

■問 
印
西
市
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
・
齊
藤

輝
一
（
〒
2
7
0
―
1
3
2
6
木
下

1
3
4
1
―
1
・
緯
碓42 
3
6
8
5
）。

秋
季
市
民
卓
球
大
会

■時 
9
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

15

30

（
受
け
付
け
9
時
　
分
～
）。

15

（３）平成２５年（２０１３）８月１５日号

に
か
け
る
請
願
（
陳
情
）
の
提
出
期

限
は
、
8
月
　
日
峨
の
正
午
で
す
。

27

　
な
お
、
提
出
す
る
場
合
は
事
前
に

左
記
ま
で
。

■問 
議
会
事
務
局
。

一
般
質
問
が
閲
覧
で
き
ま
す

　
平
成
　
年
第
3
回
市
議
会
定
例
会

25

で
予
定
さ
れ
て
い
る
一
般
質
問
（
会

派
代
表
、
個
人
）
内
容
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
左
記
窓
口
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

■時 
9
月
3
日
峨
か
ら
開
始
予
定
。

※
予
定
日
は
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■場 
閲
覧
場
所
…
▼
議
会
事
務
局
▼
行

政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
1
階
）

▼
印
旛
支
所
▼
本
埜
支
所
▼
各
図
書

館
。

■問 
議
会
事
務
局
。

「
い
ん
ざ
い
市
議
会
だ
よ
り
」
の

　
1
面
に
掲
載
す
る
写
真
を

　
　
　
　
　
募
集
し
て
い
ま
す

胸
題
材
…
市
内
の
四
季
折
々
の
風
景
。

■対 
応
募
資
格
…
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人
。

■申 
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
左
記

ま
で
。

■問 
議
会
事
務
局
。

区
域
外
で
あ
っ
て
も
、
良
好
な
環
境

が
損
な
わ
れ
て
い
る
と
認
め
る
と
き

は
警
告
を
し
、
移
動
し
な
い
場
合
は
、

撤
去
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
放
置
と
は
、
自
転
車
な
ど
が
駐
車

を
認
め
ら
れ
た
場
所
以
外
に
置
か
れ
、

か
つ
、
利
用
者
が
当
該
自
転
車
な
ど

か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
、
た
だ
ち
に

移
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
を

い
い
ま
す
。

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
（
浦

部
）。

■対 
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
中
学

生
以
上
の
人
。

胸
種
目
…
個
人
戦
、
た
だ
し
一
般
女

子
は
ダ
ブ
ル
ス
戦
。

■費 
中
学
生
1
0
0
円
、
高
校
生
5
0

0
円
、
一
般
1
街
0
0
0
円
（
連
盟

登
録
者
5
0
0
円
）。

■申 
8
月
　
日
蚊
ま
で
に
F
A
X
で
左

25

記
へ
。

■問 
印
西
卓
球
連
盟
事
務
局
・
櫻
井

（
■携 
0
9
0
―
8
8
7
7
―
5
7
2

0
・
胃
○42 
5
0
2
6
）。　

　「
ち
ょ
っ
と
だ
け
だ
か
ら
」
と
思

わ
ず
に
、
必
ず
自
転
車
駐
車
場
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

　
放
置
自
転
車
な
ど
の
追
放
に
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問 
市
民
安
全
課
市
民
安
全
班
（
緯
内

線
7
1
2
）。

▼
講
師
に
よ
る
地
域
の
歴
史
な
ど
の

講
演
会
。

▼
年
3
回
の
館
外
学
習
（
4
・
9
・

　
月
）。

12▼
印
西
地
区
寺
院
の
研
究
。

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

■費 
前
期
・
後
期
各
3
街
0
0
0
円
。

※
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
志
賀
（
■携 
0
9
0
―
4
6
7
2
―

5
4
9
3
）。

怯
パ
ン
ジ
ー
ス
ク
エ
ア
ー
ズ
新

入
会
員
募
集

　
　
年
続
い
て
い
る
楽
し
い
ス
ク
エ

19
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
で
す
。

■時 
毎
週
水
曜
日
・
午
後
1
時
　
分
～

30

3
時
　
分
。

30

■場 
船
橋
市
小
室
公
民
館
。

■内 
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
で
健
康
づ
く
り
、

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽

し
く
踊
り
ま
し
ょ
う
。
歩
く
ス
テ
ッ

プ
で
ど
な
た
も
で
き
る
ダ
ン
ス
で
す
。

■費 
会
費
は
月
額
1
街
3
0
0
円
。
入

会
金
は
1
街
0
0
0
円
。

■他 
無
料
体
験
会
を
8
月
　
日
我
・
午

28

後
1
時
　
分
～
3
時
　
分
に
開
催
。

30

30

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
高
木
（
緯
0
4
7
―
4
5
7
―
1

2
4
1
）、
秋
山
（
緯
0
4
7
―
4
5

7
―
6
3
7
6
）。

怯
8
月
散
策
会

　
季
節
を
感
じ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
森

や
原
っ
ぱ
を
歩
き
ま
す
。

■時 
8
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
～
　
時

24

11

ご
ろ
。

※
雨
天
中
止
。

■場 
白
井
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
に
集
合
。

■対 
一
般
。

■定 
　
人
。

20
■他 
長
ズ
ボ
ン
、
長
袖
、
帽
子
、
飲
み

物
持
参
。
虫
よ
け
対
策
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■申 
8
月
　
日
画
ま
で
に
左
記
へ
。

23

■問 
N
P
O
法
人
谷
田
武
西
の
原
っ
ぱ

と
森
の
会
・
松
永
（
緯
／
胃
0
4
7

―
4
9
1
―
6
3
6
5
）。

怯
犬
・
猫
譲
渡
会

　
わ
た
し
た
ち
が
保
護
し
て
い
る

犬
・
猫
た
ち
に
新
し
い
家
族
を
見
つ

け
る
た
め
の
譲
渡
会
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
8
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

25

11

2
時
。

■場 
B
Ⅰ
G
H
O
P
駅
前
ビ
レ
ッ
ジ

（
原
）。

※
動
物
の
持
ち
込
み
不
可
。
動
物
の

引
き
取
り
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

■問 
ど
う
ぶ
つ
福
祉
の
会
ア
ニ
マ
ル
サ

ポ
ー
ト
・
ノ
ア
（
■ＨＰ h

ttp
://asn

o
ah
.n
o
o
r.jp

）。

怯
カ
ヌ
ー
教
室
参
加
者
募
集
―

自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
感
動
を
体

験
―
　
カ
ヌ
ー
を
体
験
し
て
印
旛
沼
の
自

然
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
普
段
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
景
色
が
見
ら
れ

ま
す
。

■時 
9
月
7
日
臥
、
8
日
蚊
・
い
ず
れ

も
午
前
　
時
～
午
後
3
時
。

10

※
小
雨
決
行
。

■場 
印
旛
沼
捷
 水
路

     

釣
り
堀
隣
（
瀬
戸

し
ょ
う
す
い
ろ

1
8
9
6
―
1
地
先
）。

■対 
中
学
生
以
上
で
2
日
間
と
も
参
加

で
き
る
人
。

■定 
　
人
。

10
■費 
2
街
0
0
0
円
（
保
険
料
、
パ
ー

テ
ィ
ー
代
な
ど
）。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
左
記
へ
（
先

着
順
）。

■問 
植
木
（
■携 
0
9
0
―
6
1
2
5
―

8
9
9
2
・
■メール isjcan

o
e
@
g
m
a

il.co
m

）。

怯
印
西
歴
史
愛
好
会
会
員
募
集

　
歴
史
を
学
び
地
域
と
の
親
睦
を
深

め
ま
せ
ん
か
。

■時 
毎
月
第
2
日
曜
日
・
午
前
　
時
～

10

正
午
。

【
活
動
内
容
】

　
駅
前
広
場
な
ど
の
良
好
な
環
境
の

確
保
と
そ
の
機
能
低
下
の
防
止
を
目

的
と
し
て
、
9
月
1
日
蚊
か
ら
、
印

旛
日
本
医
大
駅
お
よ
び
木
下
駅
の
放

置
禁
止
区
域
を
左
図
の
と
お
り
指
定

お
よ
び
変
更
し
ま
す
。

　
放
置
禁
止
区
域
内
に
放
置
し
て
あ

る
自
転
車
お
よ
び
原
動
機
付
自
転
車

（
　
穐
未
満
）
は
、
移
動
命
令
後
　
分

50

30

で
撤
去
し
ま
す
。
ま
た
、
放
置
禁
止

議
会

ス
ポ
ー
ツ

 自
転
車
お
よ
び
原
動
機
付
自
転
車

　
　
　
　
の
放
置
禁
止
区
域
を
指
定

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
英

　牧の里中町内会は、苛自治総合センターの宝
くじ助成金で、テント、テーブル、いすなどの
コミュニティ備品を整備。7月に行われた地区
の夏祭りに活用されました。町内会活動の、ま
すますの活性化が期待されます。
■問 市民活動推進課市民活動支援班（緯内線344）。

木下木下駅駅

印旛日本医大印旛日本医大駅駅

宝くじ助成金で牧の里中町内会宝くじ助成金で牧の里中町内会がが
コミュニティ備品を整コミュニティ備品を整備備

 9
月
か
ら
拡
大
「
ス
ト
ッ
プ
鎧
違
法
駐
輪
」

▲牧の里中町内会の夏祭りの様子

自転車等放置禁止区域
市営自転車駐車場

胸木下駅前自転車等放置禁止区域地図胸

木下駅南木下駅南口口
自転車駐車自転車駐車場場

木下駅北木下駅北口口
自転車駐車自転車駐車場場

至 中央公民館

自転車等放置禁止区域
市営自転車駐車場

胸印旛日本医大駅前自転車等放置禁止区域地図胸

印旛日本医大駅印旛日本医大駅前前
第一自転車駐車第一自転車駐車場場

至
 我
孫
子

至
 成
田

至
 印
西
牧
の
原

至
 成
田

至印旛支至 印旛支所所



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

と
し
て
、
市
で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

■費 
無
料
。

■他 
1
回
の
み
の
参
加
も
可
で
す
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

2
6
6
）。

働
き
た
い
高
齢
者
の

　
　
　
　
　
た
め
の
講
習
会

■時 
■場 
■定 
■内 
な
ど
…
左
表
の
と
お
り
。

■対 
　
歳
以
上
の
人
で
、
現
在
仕
事
に

55
就
い
て
い
な
い
人
。

■費 
無
料
。

■対 
臼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
発
番
し
た
有

効
期
限
内
の
求
職
者
番
号
を
保
有
し

て
い
る
こ
と
。
渦
受
講
者
選
考
前
に

平成２５年（２０１３）８月１５日号（４）

パート衛

　
こ
の
計
画
で
は
、　
の
基
本
施
策

12

を
定
め
、
実
現
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
個
別
施
策
や
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
施
策
を
充

子
ど
も
医
療
費
受
給
券
が

　
　
　
　
　
切
り
替
わ
り
ま
す

　
8
月
1
日
か
ら
子
ど
も
医
療
費
受

給
券
（
中
学
3
年
生
ま
で
対
象
）
が

切
り
替
わ
り
ま
す
。

　
住
民
税
が
確
認
で
き
た
人
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
子
ど
も
医
療
費
受
給

券
を
郵
送
し
ま
し
た
。

　
届
い
て
い
な
い
人
は
左
記
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
5
）。

必
ず
受
給
券
の
返
納
を

　
市
外
に
転
出
し
た
場
合
、
印
西
市

の
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
が
喪
失

し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
受
給
券
を
使
用

す
る
と
返
還
請
求
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
受
給
券
を
返
納
し
て

く
だ
さ
い
。

胸
返
納
先
…
【
窓
口
】
市
役
所
子
育

て
支
援
課
（
郵
送
可
）、
印
旛
支
所
市

民
福
祉
課
、
本
埜
支
所
市
民
福
祉
課
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
5
）。

子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
が

使
え
な
い
場
合
に
は

　
0
歳
～
中
学
3
年
生
の
子
ど
も
医

療
対
象
者
が
県
外
な
ど
で
受
診
し
た

医
療
費
や
、
受
給
券
を
使
え
な
い
医

療
機
関
で
受
診
し
た
医
療
費
は
、
保

護
者
に
対
し
て
償
還
払
い
を
し
て
い

ま
す
（
保
険
対
象
外
の
も
の
は
自
己

負
担
）。

胸
申
請
に
必
要
な
も
の

　
健
康
保
険
証
で
支
払
っ
た
領
収
書

の
原
本
、
認
め
印
、
保
護
者
名
義
の

金
融
機
関
の
通
帳
も
し
く
は
カ
ー
ド
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
、
入
院

の
場
合
に
は
、
健
康
保
険
組
合
の
付

実
さ
せ
る
た
め
、
平
成
　
年
度
の
個

24

別
施
策
の
実
施
状
況
お
よ
び
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
学
識
経
験
者

や
子
育
て
に
関
わ
る
各
種
団
体
の
代

表
な
ど
外
部
の
み
な
さ
ん
で
構
成
さ

れ
る
印
西
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策

地
域
協
議
会
で
、
個
別
施
策
の
内
容

を
協
議
・
検
討
し
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
協
議
・
検
討
し
た
主
な

施
策
の
実
施
状
況
お
よ
び
今
後
の
取

り
組
み
は
、
左
表
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。
市
で
は
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
各
施
策
や
事
業
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

■問 
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班
緯

内
線
2
4
4
）。

加
給
付
金
支
払
通
知
な
ど
（
郵
送

可
）。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
〒

2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2

3
6
4
―
2
・
緯
内
線
2
4
5
）。

一
歩
ふ
み
だ
す
「
若
者
塾
」

　
お
茶
な
ど
を
飲
み
な
が
ら
、
困
っ

て
い
る
こ
と
を
語
り
合
う
な
ど
、
気

軽
に
集
ま
れ
る
場
所
で
す
。
精
神
保

健
福
祉
士
に
相
談
も
で
き
ま
す
。
■時 

■場 
は
左
表
の
と
お
り
。

■対 
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
家
に
ひ
き

15

35

こ
も
り
が
ち
な
若
者
。

■費 
1
0
0
円
程
度
（
お
茶
代
）。

■申 
事
前
に
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
6
）。

平
成
　
年
度
心
の
健
康
市
民
講
座

25

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
編

　「
認
知
行
動
療
法
と
し
て
の
S
S

T
（
社
会
技
能
習
得
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
）」。

■時 
9
月
3
日
峨
・
午
前
9
時
　
分
～

30

　
時
　
分
（
全
5
回
の
3
回
目
）。

11

15

■場 
市
役
所
別
棟
2
階
　
・
　
・
　
会

23

24

25

議
室
。

鞄
講
師
…
 O
f
f
i
c
e
 夢
風
舎
舎

オ

フ

ィ

ス

長
土
屋
徹
氏
（
看
護
師
・
精
神
保
健

福
祉
士
）。

■内 
心
の
病
を
抱
え
る
人
、
生
活
の
し

づ
ら
さ
を
感
じ
る
人
、
そ
の
家
族
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
生

活
が
出
来
る
よ
う
、
身
近
な
相
談
者

実
施
の
個
別
相
談
に
参
加
で
き
る
こ

と
（
会
場
・
日
程
は
応
募
後
別
途
連

絡
）。
嘘
修
了
日
以
降
に
開
催
す
る

合
同
面
接
会
に
参
加
で
き
る
こ
と
。

■他 
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
ま

で
（
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
）。

※
受
講
申
込
書
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
て
入
手
可
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
　
千
葉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

（公社）
タ
ー
連
合
会
（
〒
2
6
0
―
0
0
1

3
千
葉
市
中
央
区
中
央
3
―
9
―
1

6
・
緯
0
4
3
―
2
2
7
―
5
1
1

2
・
胃
0
4
3
―
2
2
7
―
5
1
9

7
）。

　
市
の
子
育
て
支
援
施
策
を
積
極
的

に
推
進
す
る
た
め
に
、
印
西
市
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
（
後
期
計

画
）
を
平
成
　
年
3
月
に
策
定
し
ま

22

し
た
。

福
祉

胸印西市次世代育成支援行動計画に係る平成24年度の主な施策の実施状況胸

平成25年度目標平成24年度実施内容施策の取組み内容
個別

施策名
　平成２６年度当初の民間事業者に
よる認可保育園新設（３園 定員合
計２７２人）の手続きを進めるととも
に、家庭的保育事業の実施、私立保
育園の定員変更、非常勤保育士の
随時募集、定員の弾力化などによ
り待機児童解消に努める。

　牧の原宝保育園（定員８０人）の新設、
家庭的保育事業の実施、私立保育園の定員
変更、非常勤保育士の随時募集、定員の弾
力化などにより待機児童解消に努めたが、
１０月１日現在で、待機児童数７５人となり、
年度末には入園保留児童数は２０２人を数え
た。

　千葉ニュータウン中央駅周辺およ
び、印西牧の原周辺の開発に伴い、人
口の増加が見込まれるため、今後とも
定員の弾力化などで対応するととも
に、保育園の実施か所数などを見直し、
待機児童ゼロに努めていきます。

通
常
保
育

　引き続き中学３年生までの医療
費の（全部または一部）を助成する
ことにより、子どもの保健対策の
充実、保護者の経済的負担の軽減
を図る。

　小学3年生までの子どもの医療費の（全部
または一部）を助成することにより、子ども
の保健対策の充実、保護者の経済的負担の
軽減の一助となった。
台帳登録状況：9,004人（98.87％）。　　　
平成２４年１２月１より中学３年まで対象を拡大。

　子どもの保健対策の充実および保
護者の経済的負担の軽減を図るため、
子どもの医療に要する費用を負担す
る保護者に、当該費用の全部または一
部を助成していきます（対象：０歳～
中学３年生）。

子
ど
も
医
療
費

助
成
事
業

　引き続き、事業の周知を推進し、
対象者の生活支援を行う。

　育児・家事などを必要とする世帯にホー
ムヘルパーを派遣することにより、精神的
肉体的負担を軽減し、生活支援の一助と
なった。利用者、利用回数も増加している。
実利用人数３７人（利用日数１７８日、利用回
数２１５回、利用時間３７７時間）。

　一時的に家事、育児などの支援が必
要な家庭に対し、ホームヘルパーを派
遣することにより、保護者と児童の生
活の安定を図り、ゆとりある子育てを
支援します。　

子
育
て
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
事
業

　子育てに関する講習の実施、相
談、情報の提供、助言を行った。
【地域子育て支援事業】
葛センター型５カ所…中央駅前地
域交流館子育てルーム、小林子育
て支援センター、西の原保育園こ
あら、滝野子育て支援センター、山
ゆり保育園子育て支援センター。
葛ひろば型8カ所…こぎつねコン
タの広場、わくわくぽかぽか広場、
そうふけつどいの広場、しおんひ
ろば、みんなのおへや、マメタのぽ
んぽこ広場、かんがるー広場、さく
ら広場。

　子育てに関する講習の実施、相談、
情報の提供、助言を行った。
【地域子育て支援事業】
葛センター型５カ所…中央駅前子育て
支援センター、小林子育て支援セン
ター、西の原保育園こあら、滝野子育
て支援センター、山ゆり保育園子育て
支援センター。
葛ひろば型8カ所…こぎつねコンタの
広場、わくわくぽかぽか広場、そうふ
けつどいの広場、しおんひろば、みん
なのおへや、マメタのぽんぽこ広場、
かんがるー広場、さくら広場。

　地域の子育て支援機能の充実を図
るため、乳幼児およびその保護者が
相互の交流を行う場所を中学校区に
開設し、子育てに関する講習の実施、
相談、情報の提供、助言を行います。
　また、より重点的な支援が必要と
判断された子育て家庭に対して、関
係機関との連携・協力により当該家
庭へ訪問し、子育ての不安などを緩
和し、子どもの健やかな育ちを促進
していきます。近郊公園や公共施設
に出向いて親子交流活動も行ってい
きます。

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

胸「若者塾」日程表胸

会　場期　日

中央保健
　センター
　　　　（大森）

 9月   2日俄・
午後2時～3時30分

胸働きたい高齢者のための講習会胸

会　場締め切り定員講　習　期　間　講　習　名講習
番号

ニチイ学館船橋校
　　　　　　（船橋市）8月23日画20人

9月17日峨～30日俄・
午前9時30分～
　午後4時30分（8日間）

チャイルドヘルパー養成（子育て
関連施設での就労を目指します） 36

鎌ヶ谷市生涯学習推進
センター（鎌ヶ谷市）9月１２日牙20人

10月10日牙～23日我・
 午前10時～午後4時

  (6日間)
マンション・ビル清掃スタッフ養成 3２

鎌ヶ谷市生涯学習推進
センター（鎌ヶ谷市）9月12日牙15人

10月11日画～17日牙・
午前9時30分～
　午後4時30分（7日間）

技能職のための初級パソコン（技能職で
の再就職を目指す人の初級講習です） 48

柏の葉公園管理棟
　　　　　　　（柏市）９月２７日画25人

10月23日我～11月1日画・
午前9時30分～午後5時

（7日間）
セキュリティ（警備員）技能 26

ニチイ学館柏校
　　　　　　　（柏市）１０月１１日画24人

10月24日牙～12月2日俄・
　午前9時～午後4時

（23日間）

介護職員養成（制度変更による介護職員
初任者研修の修了証取得を目指します）5

 後
期
計
画
の

　
　
実
施
状
況
な
ど
を
公
表

印
西
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

 印
西
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画画



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
。

Ｍ
Ｒ
第
1
期（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
Ｍ
Ｒ
第
1
期
は
2
歳
に
な
る
前
日

ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。
現
在
、

風
し
ん
が
流
行
し
て
い
る
の
で
、
1

歳
を
迎
え
た
ら
な
る
べ
く
早
く
接
種

し
ま
し
ょ
う
。

　
第
2
期
は
、
年
長
児
に
な
る
年
度

（
就
学
前
の
1
年
間
）
に
受
け
ま
す
。

　
転
入
後
に
実
施
状
況
届
が
未
届
け

の
人
は
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
。

献
血
に
ご
協
力
を

　
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
善
意
を

心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
　
時

10

10

11

　
分
、
午
後
1
時
～
4
時
。

45■場 
印
西
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
。

　
な
お
、
安
全
な
血
液
供
給
実
施
の

た
め
献
血
条
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
、
千
葉
県
赤

十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
推
進
課
（
緯
0

4
7
―
4
5
7
―
9
9
2
7
）。

り
に
く
く
な
り
ま
す
。
登
録
し
た
人

に
送
付
し
た
『
受
診
券
』
を
持
参
し
、

早
め
に
市
内
の
委
託
医
療
機
関
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、『
受
診
券
』
を
持
っ
て
い
な

い
人
や
各
種
健
（
検
）
診
の
申
し
込

み
を
し
て
い
な
い
人
は
、
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
。

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
経
過
措
置

　
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
は
、
平
成
　17

年
の
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ

り
、
接
種
を
受
け
る
機
会
を
逃
し
た

人
へ
の
経
過
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
　
歳
未
満
で
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ

20
ン
接
種
が
完
了
（
計
4
回
）
し
て
い

な
い
人
は
、
公
費
で
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
予
診
票
を
持
っ
て
い
な
い
人
、
転

入
者
で
実
施
状
況
届
が
未
届
け
の
人

は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
接
種
方
法
な
ど
が
不
明
な
場
合
は

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
募
集

【
自
衛
官
候
補
生
】

■対 
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定
月

の
1
日
現
在
で
　
歳
以
上
　
歳
未
満

18

27

の
男
女
。

胸
自
衛
隊
候
補
生
手
当
…
1
2
5
街

5
0
0
円
。

【
自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生
】

■対 
日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
　
年
4

26

月
1
日
現
在
で
　
歳
以
上
　
歳
未
満

18

27

の
男
女
。

胸
初
任
給
…
1
5
9
街
5
0
0
円
。

■申 
い
ず
れ
も
9
月
6
日
画
（
必
着
）

ま
で
。

※
資
料
願
書
・
受
験
料
無
料
で
す
。

ま
ず
は
資
料
請
求
か
ら
。

※
併
せ
て
航
空
学
生
・
看
護
学
生
も

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記

へ
。

■問 
自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力
本
部
柏
募

集
案
内
所
・
石
津
（
緯
0
4
―
7
1

6
3
―
6
8
8
4
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.m
o
d
.g
o
.jp
/p
co
/ch
ib

a/

）。
市
国
際
交
流
協
会
主
催

　
　
語
学
講
座
参
加
者
募
集

【
英
語
講
座
】

■時 
9
月
6
日
画
か
ら
毎
週
金
曜
日
・

午
前
　
時
　
分
～
正
午
。

10

30

鞄
講
師
…
テ
リ
ー
・
ア
ー
サ
ー
・
サ

ン
ダ
ー
ス
氏
（
米
国
出
身
）。

■定 
　
人
程
度
。

15
■対 
英
語
の
レ
ベ
ル
が
初
級
か
ら
中
級

の
人
。

【
韓
国
語
講
座
】

■時 
9
月
5
日
牙
か
ら
毎
週
木
曜
日
・

午
前
　
時
～
正
午
。

10

（５）平成２５年（２０１３）８月１５日号

鞄
講
師
…
藤
森
照
信
氏
（
東
京
大
学

名
誉
教
授
）。

■定 
3
0
0
人
。

■費 
無
料
。

■申 
事
前
申
し
込
み
不
要
。

■問 
　
千
葉
県
建
築
士
会
（
緯
0
4
3

（一社）
―
2
0
2
―
2
1
0
0
・
■ＨＰ h

ttp
:/

/ch
ib
a-k
e
n
ch
ik
u
sh
ik
al.c

o
m

）。

怯
い
ん
ば
学
舎
・
松
虫
展
示
即
売
会

■時 
8
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

24

10

5
時
。

■場 
イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
店
コ
ス
モ
ス
広
場
（
中
央
北
）。

■内 
い
ん
ば
学
舎
松
虫
で
の
生
産
物
販

売
（
み
そ
・
ク
ッ
キ
ー
・
手
織
り
製

品
な
ど
）。

■問 
い
ん
ば
学
舎
・
花
村
（
緯
碓98 
2
4

8
6
）。

怯
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
入
団
説
明

会　
9
月
よ
り
新
年
度
活
動
が
始
ま
る

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
教
育
シ
ス
テ
ム

や
年
間
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

■時 
8
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

25

30

正
午
。

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■対 
幼
稚
園
年
長
か
ら
小
学
生
。

■問 
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
印
西
白
井
第
2

団
団
委
員
長
・
鵜
澤
（
緯
碓47 
0
3
9

6
・
■メール b

sin
zaish

iro
i2
@
g
m
a

il.co
m

）。

怯
第
１
回
マ
マ
を
学
ぼ
う

　
子
育
て
で
初
め
て
迎
え
る
2
歳
の

反
抗
期
。
つ
い
怒
っ
て
し
ま
う
と
悩

む
マ
マ
へ
。
子
ど
も
た
ち
が
満
足
す

る
育
児
を
お
伝
え
し
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
～
正
午
。

19

10

■場 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
活
動
室

（
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
・

中
央
南
）。

■対 
0
～
3
歳
児
を
持
つ
マ
マ
。

■定 
　
人
。

25
■費 
1
0
0
円
（
お
茶
代
）。

■申 
9
月
　
日
臥
（
必
着
）
ま
で
に

14

メ
ー
ル
で
左
記
へ
。

■問 
し
あ
わ
せ
家
族
の
H
O
U
S
E
じ

か
ん
・
 鬼
頭
 （
■携 
0
8
0
―
5
3
7

き
と
う

4
―
7
7
7
3
・
■メール h

o
u
se
@
ch
i

b
ak
o
so
d
ate
.co
m

）。

怯
建
築
士
の
日

　
建
築
の
魅
力
を
地
域
の
人
に
情
報

発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
8
月
　
日
牙
・
午
後
1
時
～
3
時

29

　
分
（
開
場
午
前
　
時
～
）。

45

11

■場 
千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
大

ホ
ー
ル
（
J
R
千
葉
駅
よ
り
徒
歩
8

分
）。

■内 
千
葉
県
建
築
学
生
賞
参
加
作
品

（
模
型
な
ど
）
の
展
示
、
講
演
「
藤

森
流
建
築
の
作
り
方
」。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
衛

鞄
講
師
…
 金
  
キ
ム

 南
淑
 氏
（
韓
国
出
身
）。

ナ
ム
ス
ク

■定 
　
人
程
度
。

15
■対 
韓
国
語
の
レ
ベ
ル
が
入
門
か
ら
中

級
の
人
。

【
共
通
】

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■費 
月
額
3
街
2
0
0
円
。

■他 
講
座
に
参
加
す
る
人
は
、
印
西
市

国
際
交
流
協
会
へ
の
入
会
（
別
途
年

会
費
2
街
0
0
0
円
）
が
条
件
。

■申 
8
月
　
日
臥（
必
着
）ま
で
に
、
は

31

が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
講
座
名
（
英
語

講
座
、
韓
国
語
講
座
）
を
記
入
し
、

印
西
市
国
際
交
流
協
会
（
〒
2
7
0

―
1
3
2
6
印
西
市
木
下
1
6
6
1

―
1
8
K
フ
ロ
ン
ト
2
階
）
に
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
（
メ
ー
ル
で
の
申
し

込
み
も
可
）。

■問 
中
村
（
■携 
0
9
0
―
4
0
9
3
―

7
8
1
5
・
■メール in

zai.ifa@
g
m
a

il.co
m

）。

※
電
話
は
午
前
　
時
以
降
で
。

10

胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん
・

結
核
検
診
会
場
を
変
更

　
9
月
か
ら
開
始
す
る
胃
が
ん
（
集

団
）、
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん
・
結
核

検
診
の
会
場
に
一
部
変
更
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■時 
9
月
7
日
臥
。

■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
（
美

瀬
）。

■他 
詳
し
く
は
、
対
象
者
に
送
付
さ
れ

た
検
診
の
ご
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
5
5

9
5
）。

個
別
健（
検
）診
の

　
　
　
登
録
は
お
済
み
で
す
か

　
6
月
か
ら
、
個
別
健
（
検
）
診
（
胃

が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
前

立
腺
が
ん
・
骨
粗
し
ょ
う
症
・
口
腔

疾
患
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
個
別
健
（
検
）
診
期
間
は
　
月
　

12

21

日
ま
で
で
す
が
、
後
半
は
予
約
が
と

健
康

そ
の
ほ
か

■場 〒270－1339印西市牧の台１－１－１（ジョイフル本田交差
点を木下方面へ約500m）。
■問 緯印西総合病院（緯碓３３ 3000)。

 小児科夜間診療および
　　内科・外科夜間診療を実施

胸診療科目胸

火・水・木・金診療曜日小
児
科

午後6時～9時30分診察受付

午後7時～10時診療時間

月・火・水・木診療曜日内
科
・

外
科 午後6時～翌朝5時30分診察受付

午後7時～翌朝6時診療時間

印西総合病院

2013年度 東京電機大学情報環境学部
公開科目受講生を募集

■時 ９月１０日峨～１２月２０日画。
■費 1科目につき１０，０００円。
■申 ９月９日俄～３０日俄までに東京電機
大学情報環境学部へ（受け付けは午前
１０時～午後４時。９月１１日我は除く）。
※受付場所は東京電機大学千葉ニュー

タウンキャンパス教育棟１階。
※申し込みに関する詳細などは、事前
にホームページでご確認ください。
■問 東京電機大学情報環境学部事務部（緯
碓４６ ４１１１・■ＨＰ http://www.sie.dendai.ac
.jp/）。

胸公開科目胸

公開科目日　　時受講番号

異文化理解（英語で開講）金曜日・午前9時30分～11時20分１

時事問題（英語で開講）火曜日・木曜日
午前11時30分～午後12時20分２

国際関係論（英語で開講）火曜日・木曜日
午後3時30分～4時20分３

中国語英（日本語で開講）火曜日・午後2時30分～4時20分
木曜日・午後3時30分～4時20分４

中国語衛（日本語で開講）火曜日・午後1時30分～2時20分
木曜日・午後1時30分～3時20分５

碓伺 こんな時は故障のおそれがあり危険です
毅脱水途中にフタを開けても、15秒以内に洗
　濯・脱水が止まらない。
毅フタロックが解除されても（脱水終了音が止
　まっても）、洗濯・脱水が止まらない。
　こんな場合は、速やかに購入店か下記へご
連絡ください。
■問 一般社団法人日本電機工業会（緯03―3556
―5887・■HP http://www.jema-net.or.jp/）。

洗濯機の事故に
注意鎧

止まる前に取り出そうと
すると、洗濯物が指にか
らまり、大けがをします。
時には、指を切断する大
事故にもつながります。

※曜日により時間の変更があります。
※受診の際は必ず電話連絡の上、ご来院ください。
※１０月１日から予防接種事業を開始します。
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天
王
様
の
一
行
は
1
時
間
く

ら
い
、
各
戸
を
練
り
歩
き
ま
す
。

途
中
、
休
憩
所
（
全
3
カ
所
）

が
あ
り
、
そ
こ
で
茶
菓
や
 御
神
 

お

み

 酒
 の
も
て
な
し
を
受
け
、
神
輿

きを
担
ぐ
大
人
た
ち
も
英
気
を
養

い
、
神
輿
の
動
き
は
益
々
激
し

く
な
っ
て
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

子
ど
も
た
ち
の
太
刀
部
隊
も
お

菓
子
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
す
。

　
午
後
2
時
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ

た
こ
の
お
祭
り
は
、
戸
崎
地
区

の
家
全
部
を
回
っ
た
後
、
鳥
見

が
車
2
台
で
笛
＆
太
鼓
の
お
囃
子

の
音
曲
で
お
祭
り
の
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
ま
す
。

　
ス
タ
ー
ト
は
午
後
1
時
。 鬱
蒼
 

う
っ
そ
う

と
し
た
 鎮
守
 の
森
の
中
に
あ
る
鳥

ち
ん
じ
ゅ

見
神
社
に
集
合
し
、
八
坂
神
社
ま

で
神
輿
は
ご
神
体
を
お
迎
え
に
行

き
ま
す
。
そ
れ
は
神
聖
な
神
事
で

し
た
。
そ
の
後
に
鳥
見
神
社
に
戻

り
、
ま
ず
数
人
の
氏
子
が
天
王
様

（
八
坂
神
社
）
の
お
札
（
家
内
安

全
・
病
魔
退
治
）
を
配
り
ま
す
。

　
続
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
木
製

の
太
刀
部
隊
が
各
戸
を
訪
問
し
、

太
刀
を
地
面
に
打
ち
つ
け
厄
払
い

を
行
い
、
最
後
に
大
人
の
神
輿
も

家
の
庭
で
ヨ
イ
シ
ョ
ヨ
イ
シ
ョ
と

盛
大
に
神
輿
を
担
ぎ
ま
す
。

　
当
日
は
、
面
識
が
あ
っ
た
鳩
貝

区
長
と
も
再
会
。
い
ろ
い
ろ
お
話

し
が
聞
く
こ
と
が
で
き
、
取
材
活

動
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
し
た
。

 い
ま
な
お
残
る
伝
統
の
神
事

　
　
　
　
　
本
埜
の
天
王
様
（
 戸
崎
 ）

と
さ
き

広報レポーター： 渡邉  
わたなべ

 信一 （若萩）
のぶかず

▲
子
ど
も
た
ち
が
持
つ
木
製

の
太
刀
は
地
面
に
打
ち
す
え

て
厄
払
い
を
お
こ
な
い
ま
す

滑
大
人
が
担
ぐ
神
輿
を
お
囃

子
の
車
が
に
ぎ
や
か
な
音
色

で
応
援

さ
は
や
か
な
る
五
月
の
日
ざ
し
一
面
に
吸
ふ
ご
と
若
苗
そ
よ
ぐ
わ
が
町
は

小
　
林
　
　
　
小
田
川
芳
子

沼
の
辺
に
咲
く
谷
う
つ
ぎ
見
て
ゐ
た
り
山
霧
静
か
に
頭
上
を
よ
ぎ
る

木
　
下
　
　
　
横
山
与
志
乃

女
王
花
と
云
う
も
一
夜
の
命
な
り
月
下
美
人
を
酒
精
に
て
保
つ

若
　
萩
　
　
　
堀
江
　
二
雄

か
ら
梅
雨
と
思
ひ
た
れ
ど
も
一
雨
に
庭
の
紫
陽
花
色
深
み
ゆ
く

木
　
刈
　
　
　
武
村
　
政
子

芝
野
ゆ
く
わ
が
足
音
に
 鶺
鴒
 は
つ
ゆ
草
ゆ
ら
し
低
く
飛
び
立
つ

せ
き
れ
い

　
小
倉
台
　
　
　
後
藤
　
貞
子

明
け
易
す
や
利
根
川
図
誌
を
 繙
 き
て

ひ
も
と

大
　
森
　
　
五
十
嵐
ま
さ
を

青
森
の
入
道
雲
の
日
な
り
け
り

原
　
山
　
　
　
入
江
　
葉
子

昨
日
よ
り
歩
数
伸
び
お
り
夏
の
雲

木
　
刈
　
　
　
渡
辺
　
敏
子

調
整
池
水
ひ
た
ひ
た
と
梅
雨
上
が
る

小
倉
台
　
　
　
川
上
　
謙
一

仏
壇
の
母
の
微
笑
み
百
合
の
花

大
　
森
　
　
　
石
井
　
章
夫

　
本
埜
の
天
王
様
は
八
坂
神
社
に

由
来
を
持
ち
ま
す
。

　
こ
の
天
王
様
は
中
根
（
旧
本
埜

村
）
の
戸
崎
地
区
に
伝
わ
り
、
室

町
時
代
ま
で
 遡
 る
と
伝
え
ら
れ

さ
か
の
ぼ

て
い
ま
す
。
毎
年
7
月
　
日
に
行

15

わ
れ
る
こ
の
お
祭
り
は
、
八
坂
神

社
の
ご
神
体
を
神
主
が
神
事
に
よ

り
、
丁
寧
に
 神
輿
 に
移
し
た
後
、

み

こ

し

そ
の
神
輿
を
大
人
た
ち
が
担
ぎ
、

子
ど
も
た
ち
（
小
学
生
以
下
）
が

引
く
木
製
の
太
刀
と
共
に
戸
崎
地

区
の
家
（
約
　
戸
）
を
一
軒
一
軒

60

回
り
、
厄
払
い
を
行
う
伝
統
行
事

で
す
。

　
併
せ
て
、
歴
史
あ
る
鳥
見
神
社

の
大
和
神
楽
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー

掲載情報は7月30日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　
今
月
は
ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
の
裏

に
あ
る
、
ピ
ン
ク
色
の
外
観
が
特

徴
的
な
牧
の
原
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
（
牧
の
原
2
―
5
）
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
印
西
市
の
学
校
給
食
は
、木

下
小
学
校
の
自
校
調
理
室
の
ほ

か
、全
部
で
5
つ
の
給
食
セ
ン

タ
ー
が
対
応
し
て
お
り
、こ
こ

牧
の
原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

現
在
6
校
の
中
学
校（
印
西

中
・
船
穂
中
・
木
刈
中
・
小
林

中
・
原
山
中
・
西
の
原
中
）1
街

8
5
6
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
調
理
の
様
子
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
一
度

に
9
0
0
人

分
を
調
理
す

る
事
が
で
き

る
大
き
な
釜

へ
、
次
々
と

下
ご
し
ら
え
さ
れ
た
材
料
や
調

味
料
が
投
入
さ
れ
、
真
っ
白
い

湯
気
が
立
ち
上
る
中
、
調
理
員

さ
ん
が
手
際
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ

て
い
ま
し
た
。

　
後
で
こ
の
日
の
給
食
、
鯵
の

ゴ
マ
だ
れ
焼
、
み
そ
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
サ
ラ
ダ
、
高
野
豆
腐
の
田

舎
煮
を
試
食
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
（
上
写
真
参
照
）。
野
菜

を
た
く
さ
ん
取
れ
る
メ
ニ
ュ
ー

で
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
の

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
野
菜
が

多
い
メ
ニ
ュ
ー
は
、
あ
ま
り
人

気
が
な
い
そ
う
で
す
。

　
栄
養
士
の
西
村
さ
ん
に
給
食

作
り
で
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と

を
伺
い
ま
し
た
。　

　
ま
ず
は
衛
生
的
で
安
全
な
給

食
作
り
。
野
菜
も
3
回
流
水
で

洗
浄
し
た
後
、
調
理
し
た
料
理

の
中
心
温
度
を
温
度
計
で
計
り
、

加
熱
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し

ま
す
。
食
缶
や
バ
ッ
ト
、
食
器

類
も
丁
寧
に
自
動
洗
浄
さ
れ
た

後
、
す
べ
て
消
毒
し
て
い
ま
す
。

　
献
立
に
は
、
成
長
期
の
子
ど

も
た
ち
を
支
え
る
た
め
、
野

菜
・
魚
・
大
豆
製
品
・
海
藻
類

を
豊
富
に
使
用
し
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
献
立
や
日
本
の
伝
統

神
社
に
戻
り
、
大
人
た
ち
が
ご
神

体
を
元
に
戻
す
こ
ろ
に
は
、
夜
9

時
を
回
る
事
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
祭
り
で
は
、
若
い
女
性
の

神
主
さ
ん
が
お
 祓
 い
だ
け
で
な
く

は
ら

全
行
程
を
一
緒
に
回
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
で
各
家
に
配
ら
れ
た

「
天
王
様
の
お
札
」の
効
果
も
確
か

な
も
の
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
機

会
あ
れ
ば
秋
の
大
和
神
楽
（
鳥
見

神
社
の
神
楽
）
も
ぜ
ひ
見
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
地
元
の
人
の
話
に
よ

る
と
「
戸
崎
」
の
由
来
は
「
印
旛

沼
の
先
端
」
と
い
う
説
が
あ
る
そ

う
で
す
。
昔
は
印
旛
沼
が
近
く
に

ま
で
来
て
お
り
、
縄
文
時
代
の

人
々
の
遺
跡
物
も
発
見
さ
れ
る
そ

う
で
す
。
今
回
の
取
材
を
通
じ
、

戸
崎
地
区
に
は
歴
史
と
伝
統
が
未

だ
多
く
残
り
、
そ
れ
を
守
ろ
う
と

す
る
気
風
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

的
な
食
材
も
取
り
入
れ
た
り
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
「
だ
ま
こ
汁
」
や
「
ほ
う

と
う
」
な
ど
の
日
本
各
地
の
郷
土

食
や
、
端
午
の
節
句
に
「
柏
餅
」、

ひ
な
ま
つ
り
に
「
ち
ら
し
寿
司
・

ひ
な
あ
ら
れ
」
な
ど
の
行
事
食
を

出
し
、
季
節
感
あ
ふ
れ
る
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
印
西
市
の
学
校
給
食
は
、
地
産

地
消
を
推
進
し
て
お
り
、
当
セ
ン

タ
ー
で
も
印
西
市
産
の
地
場
産
物

を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

米
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
を
は
じ
め
、

野
菜
、
果
物
、
豚
肉
な
ど
合
計
　23

品
も
の
豊
富
な
地
場
産
物
を
給
食

で
使
っ
て
い
ま
す
。

　
安
全
で
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良

く
、
お
い
し
い
地
場
産
物
を
使
っ

た
学
校
給
食
…
な
ん
だ
か
中
学
生

が
う
ら
や
ま
し
い
で
す
ね
。

■問 
牧
の
原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
緯
碓42 
4
7
0
0
）。

広報レポーター：
 美馬  
み ま

 光美 （戸神台）
て る み 牧の原学校給食センター

▲市の花コスモスの色をした外観の
牧の原学校給食センター

滑▲栄養士さんが考えた
献立を、調理員のみなさ
んが丹精込めて調理

▲戸崎の八坂神社で
の「たまいれ」の神
事。この後、ご神体
が神輿に移されます

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

①三面鏡②防災頭巾③小林北小学校体操服（ズボン）④柔道着⑤印西しおん幼
稚園体操服一式⑥プリンタ用詰め替えインク⑦プリンタ用インクカートリッジ
⑧印旛中学校女子・制服（18号、20号）、体操服（Ｌサイズ）、ブラウスなど
⑨シングルベット⑩犬の洋服⑪船穂中学校女子制服・ジャージ。

①わだ幼稚園男児、園服および体操服②ロックミシン③大森小学校の体操服④
印西中学校の女子用制服と運動着⑤しおん幼稚園男児、女児用ジャージ、男児、
女児用体操服（大きめサイズ希望）⑥天神幼稚園男児、女児制服、ブラウスな
ど⑦犬用乳母車⑧補聴器。
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